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11月16日（土）
13：00～16：00
明治大学駿河台キャンパス
グローバルフロント1階 多目的ホール

受 講 料 事前申込

自動運転をめぐる
法整備の現在

第34回 明治大学社会科学研究所公開講演会

無料 不要

明治大学専門職大学院法務研究科教授
明治大学自動運転社会総合研究所初代所長
中山 幸二

講師

明治大学法学部教授　
メンクハウス，ハインリッヒ ヨハネス

司 会

自動運転をめぐる法的側面（法整備と事故責任）の検討内 容



●お問い合わせ

明治大学社会科学研究所
メールアドレス sha_ken@mics.meiji.ac.jp
受講料：無料／申し込み：不要（当日、直接会場へお越しください。）

●会 場
明治大学駿河台キャンパス
グローバルフロント1階 多目的ホール
■ JR 中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線／御茶ノ水駅　下車徒歩約3分
■ 東京メトロ千代田線／新御茶ノ水駅　下車徒歩約5分
■ 都営地下鉄三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線／神保町駅　下車徒歩約5分

グローバルフロント
1階 多目的ホール

自動運転をめぐる法整備の現在
第34回 明治大学社会科学研究所公開講演会

　近年の「自動運転」に対する社会の期待
は大きい。急激に発展する技術開発と全国
各地の実証実験により、我が国でも現実に

「自動運転社会」が到来しつつある。自動車
業界は100年に一度の大変革期にあると
いわれ、CASE革命とともに、MaaSの世
界が切り拓かれようとしている。
　自動運転を社会実装するには、車両の高
度化、道路インフラの改良のほか、交通
ルールの改正や交通事故時の責任明確化
など、法的インフラの整備も不可欠である。
　本講演会では、自動運転の実用化に向け
た法整備の現状と課題を確認し、自動運転
社会への移行過渡期における事故責任の
あり方を模擬裁判の事例を通じて具体的に
提示し検討してみたい。

中山 幸二
（なかやま　こうじ）

講師プロフィール
【所属機関】
 明治大学専門職大学院法務研究科

（法科大学院）

【専門】
 民事訴訟法学・ADR・司法制度論

【現在の役職】
・明治大学専門職大学院法務研究科専任教授
・明治大学法科大学院医事法センター長
・明治大学自動運転社会総合研究所・法律部門

代表
・自動車製造物責任相談センター審査委員会

委員長

【略歴】
早稲田大学法学部卒・大学院法学研究科博士課程単位取得満期退学
神奈川大学法学部専任講師、助教授、教授を経て、明治大学法学部教授
2004年より法科大学院法務研究科専任教授（現在に至る）
日本民事訴訟法学会理事、仲裁ＡＤＲ法学会理事、法科大学院協会事務局長を歴任
経済産業省「久米島町ロボットモビリティプロジェクト」有識者会議委員（2013年度）
経済産業省「グリーン自動車技術調査事業」有識者会議委員（2014年度）
経済産業省「自動走行の安全に係るガイドライン及びデータベース利活用検討会」
有識者会議委員（2015年度）
経済産業省・国土交通省「自動走行の民事上の責任及び社会受容性に関する研究」
有識者委員会委員（2016年度顧問・2017年度模擬裁判WG主査）
日本学術会議・総合工学「車の自動運転検討小委員会」委員（2015年～2017年）
明治大学自動運転社会総合研究所・初代所長（2018年４月～2019年8月）

司会プロフィール

【著作】 
「自動運転における法整備と課題」『自動車オートパイロット開発の最前線』（NTS出
版）（2014年3月）　

「自動運転をめぐる法的課題」自動車技術69巻12号（自動車技術会）（2015年12
月）

「自動運転を巡る法規制の最新動向」『Autonomous Driving Business 2017, 
自動運転ビジネス2017』（日経BP社）（2016年11月）

「自動運転をめぐる法整備状況と法的責任のあり方」『車載センシング技術の開発
とADAS、自動運転システムへの応用』（技術情報協会）（2017年5月）

「自動運転をめぐる法整備の最新動向と残る課題」『次世代モビリティーサービス
2019』（日経BP社）（2018年11月）

「自動運転の事故責任と模擬裁判の試み」共済と保険（日本共済協会）726号
（2018年12月）
「対談：自動運転と社会変容」自動車技術73巻2号（2019年2月）
「車の自動運転をめぐる法整備の動向と課題」自動車技術73巻3号（2019年3月）
『自動運転と社会変革～法と保険』（編著）（株）商事法務（2019年7月）

【専門】ドイツ法

【現在の役職】
・明治大学法学部教授
・明治大学比較法研究所所長

【主な研究テーマ】企業法、憲法、法と宗教、日独法律交流史
　

【日本語での著書】
法務省刑事局編「法律用語対訳集―ドイツ語篇―」（共
著　戸田信久）（1992年）

「ドイツの大学における日本研究の構造的諸問題」（国際日
本文化研究センター編集、23-32頁、「日本文化研究の過
去、現在、未来―新たな地平を開くために。創立20周年国
際シンポジウム」国際日本文化研究センター）（2009年）

「ドイツ人から見た日本における憲法文化」（コンラート・ア
デナウアー財団日本事務所）（2016年）

「『お雇い外国人』ドイツ文化辞典」（丸善出版　出版予定）
（2019年）

メンクハウス，ハインリッヒ 
ヨハネス




